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施策評価調書（基本目標別）                      様式‐２ 

主要施策 運営基盤の強化 

施策の趣旨 

「『強靭』な水道の構築」、「『安全』な水の供給」、「お客様からの『信頼』の確保」という３つの基本

目標の達成を支えていくため、人材面・業務能率・経営面について強化を図ります。 

 

評価結果の 

概   要 

 ３つの基本目標の達成を支える存在である「運営基盤の強化」には、７の主な取組を位置付けており

ます。各施策及び取組について、担当課の自己評価をもとに内部評価を行った結果、令和２年度につい

ては、  
Ⅰ「達成状況」に係る評価は、７つの取組を「ａ」評価（達成している）としました。  
Ⅱ「成果」に係る評価は、「ａ」評価（成果が出ている）としました。 

 
主要施策ごとの当年度の取組と内部評価結果 

運営基盤の強化 安定給水の確保         「成果」 ａ 

主な取組                「達成状況」 

①実践的な技術研修の実施 ａ 

②職員の育成と能力開発 ａ 

③計画的な人材確保 ａ 

④民間活力の活用による事業の推進 ａ 

⑤情報化の推進 ａ 

⑥品質確保に留意したコスト削減 ａ 

⑦健全経営の確保 ａ 
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外部評価会議 

委員の評価 

「達成状況、成果」について 

の内部評価の妥当性 
  
何のための評価なのか、という点では、評価した結果、どう改善して

いくかということが基本です。そのため、外部要因については評価の 

対象外とすることについては妥当であると考えます。 
なお、対応できる範疇を超えている、ということで「想定外」という

言葉がよく使われますが、東日本大震災以降に従来の「想定」基準が大

幅に見直されていますので、不可抗力の捉え方については、改めて今後

の評価のあり方として検討を続けていただきたいと思います。 
 

Ａ：妥当である   ５人 
Ｂ：概ね妥当である  人 
Ｃ：不十分である   人 

外部評価会議委員

の主な意見等 

及び企業局の回答 

 
運営基盤の強化の各施策の内部評価等に関して、評価委員から出された意見及び企業局の回答は以下

のとおりです。 

 

○技術研修の実施について、技術力の継承は喫緊の課題だと思われるので、これからもしっかりと行っ

ていただきたい。 

 

（企業局回答） 

技術研修については、これまで水道技術研修計画（第 3 次：平成２８年～令和２年）に基づき実施し

てまいりました。 

令和３年度からは新たに策定した水道技術研修計画（第4次：令和３年～令和７年）に基づき、「職員

能力の向上」と「技術の継承」の推進のため、引き続き実施してまいります。 

 

 

○新型コロナウイルス感染症によって「C評価」になっているものは少々厳しいように思える。 

 

（企業局回答） 

局内で再検討し、該当する達成指標を評価対象から除き、４つの「主な取組」について、以下の通り

内部評価を修正することとしました。 

 なお、主要施策の評価ランクについては影響ありません。（詳細は追加資料を参照。） 

  運営基盤の強化 ①実践的な技術研修の実施   ｂ ⇒ ａ 

          ②職員の育成と能力開発    ｃ ⇒ ａ 

 

 


